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西
郷
村
消
防
団
は
、
現
在
、
団
員
数

三
百
九
名
、
七
分
団
編
成
で
村
民
の
安

全
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

火
災
に
備
え
て
の
消
火
活
動
の
訓
練
を

は
じ
め
、
火
災
予
防
週
間
に
は
火
の
取

り
扱
い
に
注
意
を
促
す
広
報
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
団
員
の
活
動
に
よ
り
、

村
内
の
人
口
一
万
人
当
た
り
の
出
火
率

　

防
火
活
動
に
加
え
、
近
年
、
異
常
気

象
に
よ
る
豪
雨
の
被
害
が
増
加
す
る

中
、
消
防
団
に
と
っ
て
水
防
活
動
の
占

め
る
割
合
が
多
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
西
郷
村
に
は
阿
武
隈
川
を
は
じ
め

多
く
の
河
川
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

河
川
の
氾
濫
に
備
え
て
西
郷
村
で
は
独

自
に
水
防
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
平
成
十
年
八
月
二
十
七
日
に
起

こ
っ
た
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
時
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
阿
武

隈
川
を
は
じ
め
村
内
の
主
要
な
河
川
が

氾
濫
し
、
村
内
各
所
で
避
難
勧
告
が
出

警
戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
最
近
、
消
防
団
が
行
方
不
明

者
の
捜
索
に
出
動
す
る
こ
と
が
増
え
て

き
ま
し
た
。昨
年
も
出
動
要
請
が
あ
り
、

消
防
団
員
に
よ
る
捜
索
活
動
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

西
郷
村
消
防
団
は
災
害
時
の
出
動
の

み
で
は
な
く
、
災
害
に
備
え
て
、
各
種

防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
各
種
水
防
訓
練

へ
の
参
加
を
行
い
、
ま
た
、
行
方
不
明

者
の
捜
索
活
動
に
出
動
す
る
な
ど
、
平

素
か
ら
村
民
の
安
全
安
心
を
守
る
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
に
よ
り
、
地
域
に

密
着
し
た
活
動
で
住
民
の
生
命
や
財
産

を
守
り
続
け
る
消
防
団
を
讃
え
、
県
で

一
つ
の
消
防
団
だ
け
に
贈
ら
れ
る
民
友

旗
を
受
賞
し
ま
し
た
。

受
賞
を
記
念
し
て　

　

民
友
旗
受
賞
を
祝
し
、
六
月
六
日
、

村
内
で
全
消
防
自
動
車
に
よ
る
車
両
パ

レ
ー
ド
と
、
消
防
団
員
に
よ
る
パ
レ
ー

ド
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

真
夏
の
青
空
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
陽

ざ
し
の
中
、
消
防
自
動
車
二
十
七
台
が

役
場
前
か
ら
北
コ
ー
ス
と
南
コ
ー
ス
の

二
手
に
分
か
れ
て
車
両
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
折
口
原
グ
ラ
ウ

は
平
成
十
七
年
の
七
・
八
件
か
ら
平
成

二
十
一
年
に
は
六
・
六
件
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

ン
ド
か
ら
熊
倉
小
学
校
ま
で
ラ
ッ
パ
隊

の
先
導
に
よ
り
、
団
長
、
団
旗
、
民
友

旗
と
続
き
消
防
団
員
約
二
百
七
十
名
に

よ
る
行
進
を
行
い
ま
し
た
。
沿
道
に
は

大
勢
の
人
達
が
集
ま
り
、
拍
手
で
パ

レ
ー
ド
を
出
迎
え
ま
し
た
。

さ
れ
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
山
が
崩

れ
土
石
流
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
家
屋
も

あ
り
、
七
名
の
犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

交
通
が
分
断
さ
れ
、
水
道
等
の
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
が
使
用
で
き
な
い
事
態
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
災
害
時
に
消
防
団
員
は

夜
を
徹
し
て
土
嚢
積
み
な
ど
の
水
防
活

動
や
河
川
の
見
回
り
、
被
災
者
の
救
助

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
河
川
改
修
等
に
よ
り
大
規

模
な
水
害
は
起
こ
っ
て
は
い
ま
せ
ん

が
、
豪
雨
に
よ
る
水
防
活
動
は
以
前
よ

り
増
え
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
一
年
八

月
に
も
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
令
さ
れ

る
事
態
と
な
り
、
各
分
団
が
待
機
し
、

　

五
月
二
十
八
日
、
第
六
十
三
回
福
島
県
消
防
大
会
で
西
郷
村
消
防

団
は
福
島
民
友
新
聞
社
よ
り
、
県
内
消
防
団
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る

「
民
友
旗
」
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

西
郷
村
消
防
団
栄
光
の
民
友
旗
受
賞

民
友
旗
受
賞

　

県
内
の
消
防
関
係
者
が
一
堂
に
集

い
、
二
本
松
市
民
会
館
で
開
か
れ
た
第

六
十
三
回
福
島
県
消
防
大
会
に
お
い
て

西
郷
村
消
防
団
（
德
田
進
団
長
）
は
、

県
内
消
防
団
の
最
高
の
栄
誉
で
あ
り
、

最
も
優
良
な
消
防
団
に
授
与
さ
れ
る
民

友
旗
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
団
を
代
表
し
て
、
德
田

進
団
長
と
矢
吹
利
夫
副
団
長
が
村
西
敬

生
福
島
民
友
新
聞
社
社
長
か
ら
表
彰
状

と
民
友
旗
を
受
け
、
西
郷
村
消
防
団
は

初
め
て
県
内
一
の
消
防
団
と
し
て
の
栄

誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

熊
倉
小
学
校
校
庭
で
、
德
田
団
長
か

ら
統
監
（
村
長
）
に
民
友
旗
の
受
賞
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
統
監
か
ら
は
、

「
こ
の
よ
う
に
、
晴
れ
が
ま
し
く
、
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
と
皆
さ
ん
の

家
族
や
先
輩
方
の
支
え
に
よ
り
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
一
層

の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。」
と
の
訓
示

が
あ
り
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

白
河
で
消
防
関
係
者
を
始
め
、
歴
代
の

消
防
団
長
、
福
島
民
友
新
聞
社
社
長
や

国
会
議
員
等
の
数
多
く
の
来
賓
が
出
席

し
受
賞
祝
賀
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
で
は
今
ま
で
の
消
防
団
の
活
躍
を

讃
え
、
県
で
最
も
栄
誉
あ
る
賞
の
受
賞

を
祝
い
ま
し
た
。
そ
し
て
西
郷
村
消
防

団
の
今
後
一
層
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し

た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
出
席
者
に
記
念
品
と

し
て
、
消
防
団
が
受
賞
を
記
念
し
発
刊

し
た
「
西
郷
村
消
防
団
史
」
と
記
念
手

ぬ
ぐ
い
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
記

念
誌
に
は
、
西
郷
村
の
最
初
の
消
防
組

織
で
あ
る
消
防
組
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
歴
史
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害

等
に
出
動
す
る
時
、
い
つ
の
時
代
に
も

団
員
た
ち
の
中
に
あ
っ
た
の
は
、「
自

分
た
ち
の
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち
で

守
る
。」
と
い
う
精
神
で
あ
り
、
そ
れ

は
今
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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提
出
さ
れ
た
補
正
予
算
は
全

て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
別

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

（
同
意
）

　　

西
郷
村
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
に
椎
名
實
氏
が
再
度
選
任

に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

▽
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て
（
決
定
）

　　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し

て
和
知
七
郎
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

▽
繰
越
明
許
費
に
係
る
繰
越
計

算
報
告
に
つ
い
て

　　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
平
成

二
十
二
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
た

事
業
に
つ
い
て
議
会
へ
の
報
告

関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
西
郷
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
可
決
）

　　

地
方
税
法
、
地
方
税
法
施
行

令
及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
西
郷
村
税

条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
た
ば
こ

税
率
に
つ
い
て
千
本
に
つ
き

三
千
二
百
九
十
八
円
だ
っ
た
金
額

が
千
本
に
つ
き
四
千
六
百
十
八
円

に
改
正
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

▽
平
成
二
十
二
年
度
六
月
補
正

予
算
に
つ
い
て
（
可
決
）

▽
西
郷
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
承
認
）

　   

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
西
郷
村
税
条
例
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
六
十
五
歳

未
満
の
公
的
年
金
等
の
所
得
が
あ

る
給
与
所
得
者
に
つ
い
て
、
給
与

所
得
に
公
的
年
金
所
得
を
合
算
し

て
特
別
徴
収
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
で
す
。

▽
西
郷
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
承
認
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
西
郷
村
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
改
正
点
は
、
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
限
度
額
が
四
十
七
万

円
か
ら
五
十
万
円
に
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
課
税
額
の
限
度
額
が

十
二
万
円
か
ら
十
三
万
円
に
改
正

さ
れ
る
こ
と
で
す
。　

　

ま
た
、
会
社
の
倒
産
や
リ
ス
ト

ラ
等
に
よ
り
、
退
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健

康
保
険
税
に
つ
い
て
、
前
年
の
給

与
所
得
を
百
分
の
三
十
と
し
て
算

定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▽
平
成
二
十
一
年
度
西
郷
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正

予
算
（
承
認
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
の
納
付
金
の
額
に
予
算
不
足

が
生
じ
た
た
め
予
算
の
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

以
上
の
三
件
は
、
専
決
処
分

に
係
る
議
案
で
す
。

▽
西
郷
村
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
（
可
決
）

　　

人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
可
決
）

　　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に

　

平
成
二
十
二
年
第
二
回
定
例
会
（
六
月
九
日
〜
十
六
日
）
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

定
例
会
で
は
、
条
例
の
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
、
村
長
提
出
議
案
十
四
件
、
報

告
二
件
、
陳
情
一
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
提
出
さ
れ
た
主
な
議
案
と
議
決
状
況

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
提
出
議
案

村議
会報

告

報　

告

第
二
回
定
例
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽
白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
経

営
状
況
報
告
に
つ
い
て

　　

白
河
地
方
土
地
開
発
公
社
の

平
成
二
十
一
年
度
の
経
営
状
況

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　

第
二
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
陳
情
は
一
件
で
し
た
。
所
管

の
常
任
委
員
会
が
付
託
を
受
け

審
査
し
、
本
会
議
に
お
い
て
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

▽
羽
太
グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
造
成

工
事
に
伴
う
残
土
排
出
物
処
分

に
よ
る
原
状
回
復
工
事
の
陳
情

　
（
継
続
審
査
）

会 計 補 正 額 総 額

一 般 会 計 22,730 千円 7,743,730 千円

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 151,552 千円 1,671,480 千円

老 人 保 健 特 別 会 計 773 千円 925 千円

公共下水道事業特別会計 △ 21,844 千円 768,223 千円

後期高齢者医療特別会計 169 千円 112,899 千円

工 業 用 水 道 事 業 会 計
（資本的支出）

31,395 千円 238,140 千円

●一般会計・特別会計 別表

陳　

情

「安全で安心な県づくり」のための
　　地域活動を支援する窓口がスタートしました！

　県では、「県民が、安全に安心して暮らし、

活動することのできる地域社会の実現」を目指

すため、平成 21 年４月に「福島県安全で安心

な県づくりの推進に関する条例」を制定し、県

民総ぐるみの運動として「安全で安心な県づく

り」を推進していくこととしました。　

　この実現のためには、行政だけではなく、県

民一人ひとりが地域社会の構成員として、「自

らの安全は自ら守る。地域の安全は地域で守る」

という意識を持ち、身近な所から危険に気付

き、備えること、そしてこのような取組を地域

コミュニティが中心となって地域の活動として

育てていくことがとても大切です。

　このため県では、県民、事業者、地域活動団

体などが行う安全安心に関する自主活動を支援

するため、様々な情報提供やアドバイスを行う

地域活動支援窓口を県南地方振興局県民環境部

に設置しました。ぜひご利用ください。

■問合せ　県南地方振興局　☎２３－１５４４　

開設時間
　月曜日～金曜日
　８時 30 分～ 17 時 15 分　
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今
年
の
交
流
活
動
で
は
六
月

十
五
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
三
日

間
、
荒
浜
小
学
校
の
五
年
生
児
童

三
十
一
名
が
、
西
郷
村
を
訪
れ
ま

し
た
。
六
月
十
五
日
、
川
谷
小
学

校
で
「
出
会
い
の
式
」
を
行
っ
た

後
、
荒
浜
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

は
那
須
甲
子
青
少
年
自
然
の
家
に

宿
泊
し
ま
し
た
。

　

翌
十
六
日
に
荒
浜
小
学
校
の
子

ど
も
た
ち
は
川
谷
小
学
校
の
四
〜

六
年
生
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
、

阿
武
隈
川
源
流
の
雄
滝
・
雌
滝
を

目
指
し
て
沢
登
り
を
行
い
ま
し

た
。
出
発
時
は
小
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
徐
々
に
天
気
は
回
復

し
無
事
目
的
地
に
着
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

九
月
十
六
日
か
ら
十
七
日
ま
で

は
、
川
谷
小
学
校
か
ら
四
年
生
六

名
、
五
年
生
十
一
名
が
荒
浜
小
学
校

を
訪
れ
、
学
校
近
く
の
荒
浜
漁
港

周
辺
で
カ
ヌ
ー
体
験
や
海
釣
り
等
、

日
頃
体
験
で
き
な
い
海
辺
の
町
の

様
々
な
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。

　

西
郷
村
に
降
っ
た
一
滴
の
雨

が
阿
武
隈
川
へ
と
流
れ
出
て
、

二
百
三
十
九
㎞
の
長
旅
の
末
、
太

平
洋
へ
旅
立
つ
地
が
亘
理
町
で

す
。
川
の
取
り
持
つ
縁
で
始
ま
っ

た
二
つ
の
小
学
校
の
交
流
は
長
い

距
離
を
超
え
て
、
子
ど
も
た
ち
の

友
情
を
育
ん
で
い
ま
す
。

　主　催：株式会社かんぽ生命、ＮＨＫ、全国ラジオ体操連盟
　共　催：西郷村実行委員会、西郷村、西郷村教育委員会　

　近隣の皆様のご参加をお待ちしてます。
　なお、ラジオ体操の開催に伴い、早朝からの音響設備の使用や、周辺道路の混雑など、近
隣の皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご協力お願いいたします。

日 時

会 場

連絡先

８ 14月 日（土） 集合５時 50 分
開会６時 00 分

熊倉小学校グラウンド 雨天時　熊倉小学校講堂

西郷村教育委員会生涯学習課　☎ 25-2371
※注意事項
　　当日の朝、会場周辺は混雑が予想されますので、できるだけ乗り合わせの上、時間にゆとりを持って、
　　ご参加下さい。
　・雨天時は、熊倉小学校講堂での開催となり、児童・生徒を優先とし、入場制限させていただき、一般
　　参加者につきましては、雨具着用の上、グラウンドで体操を行っていただきますので、ご了承下さい。

　・

海
か
ら
山
へ
山
か
ら
海
へ
友
だ
ち
に
な
ろ
う
ね

　村では、平成 17 年１月に「健康ウォーキング」を村のシンボルスポーツとして定め、毎月第３日曜日を「健

康ウォーキングの日」として、村民の健康づくり、体力づくりに取り組んでいますが、健康づくり第二弾と

しまして、いつでも、だれでも、どこでも気軽に行えるラジオ体操の普及と促進を図っています。

　この度、ＮＨＫラジオで放送されている「夏期巡回ラジオ体操会」が本村で開催されます。この「夏期巡

回ラジオ体操会」は、夏休み期間中に全国 43 会場で実施されます。

　早朝のさわやかな空気を胸いっぱい吸って、みんなで楽しく元気にラジオ体操をしてみませんか？

平成 22 年度夏期巡回　 阿
武
隈
川
源
流
と

　
　
　
　

河
口
の
子
ど
も

「
川
谷
に
来
る
こ
と
を
と
っ
て
も

楽
し
み
に
し
て
ま
し
た
」

十
七
日
に
は
バ
タ
ー
作
り
、
な
め

こ
植
菌
体
験
や
ポ
テ
ト
ま
ん
じ
ゅ

う
作
り
な
ど
を
コ
ー
ス
別
に
行

い
、
豊
か
な
山
の
自
然
に
恵
ま
れ

た
西
郷
村
な
ら
で
は
の
様
々
な
体

験
活
動
を
行
い
ま
し
た
。　

　

川
谷
小
学
校
は
阿
武
隈
川
源
流

近
く
に
あ
り
、
荒
浜
小
学
校
は
阿

武
隈
川
が
海
に
注
ぐ
河
口
付
近
に

あ
り
ま
す
。
同
じ
川
の
源
流
と
河

口
の
子
ど
も
た
ち
の
間
の
親
睦
を

図
る
た
め
、
平
成
七
年
に
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
同
士
の
交
流
で
始
ま
っ

た
川
谷
小
学
校
と
荒
浜
小
学
校
の

相
互
交
流
事
業
は
、
平
成
十
年
か

ら
学
校
同
士
の
交
流
事
業
に
発
展

し
、
現
在
ま
で
続
い

て
い
ま
す
。

　

今
年
、
こ
の
実
績

が
認
め
ら
れ
、（
財
）

み
ず
ほ
教
育
福
祉
財

団
が
毎
年
行
っ
て
い

る
、
全
国
の
自
然
の

豊
か
な
山
間
部
・
離

島
等
の
小
・
中
学
校

十
五
校
に
対
す
る「
へ

き
地
教
育
研
究
助
成

事
業
（
交
流
学
習
）」

に
川
谷
小
学
校
と
、

荒
浜
小
学
校
の
相
互

交
流
事
業
が
選
ば
れ
五
十
万
円
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
五
月
二
十
七

日
、
川
谷
小
学
校
校
長
室
で
教
育
長

立
ち
会
い
に
よ
り
贈
呈
式
が
行
わ

れ
、
み
ず
ほ
銀
行
郡
山
支
店
長
か
ら

川
谷
小
学
校
児
童
代
表
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
川
谷
小
学
校
の

橘
校
長
か
ら
、「
貴
重
な
お
金
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
お
金
は
、
荒

浜
小
学
校
と
の
交
流
に
よ
る
体
験

学
習
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
交
流
事
業
を
行
う
に
あ

た
っ
て
は
地
元
の
方
々
や
、
子
ど

も
た
ち
の
父
兄
の
方
々
に
、
た
く

さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
今
日
ま
で

交
流
事
業
を
続
け
て
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
し
て

い
ま
す
。」
と
の
お
礼
の
言
葉
が
あ

り
ま
し
た
。

　

平
成
十
年
か
ら
毎
年
、
川
谷
小
学
校
と
宮
城
県
亘
理
郡
亘
理
町
の
荒
浜
小
学
校
の
間

で
、
子
ど
も
た
ち
が
お
互
い
に
訪
問
し
合
い
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
こ
の
二
校
の
相
互
交
流
事
業
が
（
財
）
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
が
実
施
し

て
い
る
「
へ
き
地
教
育
研
究
助
成
事
業
（
交
流
学
習
）」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
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　羽太小学校近くの真名子川で、羽太小学校３・

４年生児童によるヤマメの稚魚の放流が行われま

した。この行事は子どもたちが自分たちの住む環

境について学ぶことを目的に３年前から「下羽太

ヤマメを育てる会」の主催により実施していま

す。子どもたちは、自分達が放流した稚魚が川を

泳ぐ姿に歓声を上げていました。

　第 17 回赤面山山開きが、旧白河高原スキー場

で行われました。午前８時より神事が行われ、今

シーズンの登山の安全を祈願しました。

　あいにくの曇り空でしたが、約 800 名の登山

客が赤面山を訪れました。登山開始後も天候が回

復せず頂上付近は靄
もや

がかかり、素晴らしい眺望を

見ることはできませんでしたが、登山客は記念写

真などを撮り、登頂の喜びを味わっていました。

　天道念仏踊は五穀豊穣と安全を祈願する祭りが

念仏と結びついたもので、かつて西郷村内でも各

地区で行われていました。現在は、上羽太地区の

みで行われています。

　真夏を思わせる暑さの中、踊り手達は浴衣に、

豆絞りの手ぬぐいの鉢巻き、桃色のたすきを背中

に結び、しめ縄を張って、モミガラを敷いた場内

で力強い踊りを披露しました。

　みずほ保育園年長児 23 名がさつまいもの苗

の植え付け作業を行いました。雨上がりの青空

の下、子どもたちは地区のお年寄りに植え方を

教わりながら、ていねいに苗を植えました。

　大きく育てたさつまいもは、秋に子どもたち

が芋掘りを行い、園で行われる「焼き芋会」で

美味しい収穫を楽しみます。

    

　ＪＡしらかわから、地産地消と食農教育の一環

および小中学校の学校給食用食材として、地元で

生産されたブロッコリー・トマト・きゅうりが贈

呈されました。児童を代表して熊倉小学校６年生

児童が受けとり、ＪＡしらかわ小室代表理事組合

長から「地元でとれた野菜です。たくさん食べて

大きくなって下さい。」とのあいさつに子どもた

ちはお礼の言葉を述べました。

　青空の下、村内の各小学校で交通安全鼓笛パレード
が行われました。沿道では多くの人々が子どもたちの
演奏を出迎え、拍手をおくったりカメラで撮影したり
していました。
　また、小田倉小学校の鼓笛隊は、やまぶき荘を訪れ、
お年寄りの前で見事な演奏を披露しました。
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■住民健（検）診についてのお問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　健康推進課　保健係　　☎２５－１１１５　　　
　　　　　　　　　　　　　　福祉課　　　国保係　　☎２５－１４４９　　　

午前７時 30 分～９時 30 分（開場は午前７時）受付時間

健         診 時 の 注 意 事 項（検）
　・肺がん検診又は結核検診受診者は、検診がすぐに受けられる服装でおいでください。
　　（ボタン、カギホック等のない下着、プリントのないＴシャツの着用）
　・尿コップが入っていない方は、当日の採尿になります。
　・大腸がん検診を受けない方は、容器を開封しないで保健福祉センターまで必ずお返しください。

実 施 日 会 場 対 象 行 政 区

７／ 20（火）

保健福祉センター

原中上、原中下、家畜改良センター

７／ 21（水） 大平

７／ 22（木） 鶴生、下折口原、折口原住宅

＊７／ 23（金） 追原、一の又、芝原、川谷、伯母沢、甲子高原、大窪

７／ 24（土） 上折口原、折口

＊７／ 26（月） 米、間の原

＊７／ 27（火） 柏野、赤渕、長坂、羽太地区

７／ 28（水） 真船、熊倉、谷地中、うつぎ窪住宅

７／ 29（木） 山下、上野原上、上野原下

７／ 30（金） 下新田、黒川、定住促進住宅

 7 ／ 31（土） 上新田、岩下団地、大清水、東高山、東高山ニュータウン

※健（検）診実施日の『＊』には送迎バスを運行しますので、バスをご利用の方は、バス運
　行に合わせて住民健（検）診を受診してください。

対象地区を設定しましたが、都合が悪い場合には他の検診日で受診してください。日程

バ ス 運 行 日 送 迎 バ ス 運 行 方 面

７／ 23（金） 川谷・芝原・一の又・伯母沢・上野原・追原・折口・真船・折口原方面

７／ 26（月） 長坂・米・間の原・下上新田・黒川・大平方面

７／ 27（火） 真名子・虫笠・羽太・高助・鶴生・熊倉・折口原方面

※バス利用の方は申込が必要です。『平成 22 年度住民検診のお知らせ』のち
・ ・ ・

らしのバス運
行表　により、７月 13 日（火）までにお申し込みください。

持 参 物 ①特定健診受診券（特定健診を受ける方は、
　受診券がないと受けることができません）
②各受診録 ( 太枠内の問診事項を記入）
③保険証

①「特定健診受診券・受診録」は国保加入者に、「各種がん検診受診録」は昨年受診した方に、６月末に個人
　宛に送付しました。

②今年度受診を希望する方は、７月 16 日（金）までに、健康推進課（保健福祉センター）に申込みをして、
　受診録等をお受け取りください。

年齢起算日は平成 23 年 3 月 31 日です。健         診対象者、内容、料金（検）
健（検）診名 対 象 者 健（検）診内容 料 金

特 定 健 診

（メタボリックシン
ドローム「内臓脂
肪症候群」に的を
絞った検診）

1,000 円

国保以外の医療保険加入者

胃 が ん 検 診 40 歳以上

※加入している保
険に関係なく受診
できます。

胃透視（バリウム） 600 円

大 腸 が ん 検 診 40 歳以上 スティック容器採取法（２日法） 200 円

肺 が ん 検 診 40 歳以上 Ｘ線間接撮影 無 料

結 核 検 診 65 歳以上 Ｘ線間接撮影 無 料

生 活 機 能 評 価
・65 歳以上
・問診で該当となった方

問診・診察・口腔内検査・
血液検査（貧血・アルブミン） 無 料

肝炎ウイルス検診
・40 歳以上
・一度も受けていない方

血液検査（Ｂ、Ｃ型肝炎の感染 
の有無を調べる） 500 円

※生活保護、住民税非課税世帯の方は、検診料金の免除が適用されます。検診日前日までに料金免除の手続き
　が必要です。なお、当日は受け付けませんのでご注意ください。

保険者から送付された受診券と保険証があ
れば、村の集団健診会場で受診できます。
ただし、医療保険者により、検診項目、自
己負担金に違いがありますので、医療保険
者にご相談ください。

問診・身体計測・腹囲測定・
尿検査・血圧測定・血液検査・
医師の診察等
＊貧血、心電図、眼底は一定の
　条件に該当した方が対象とな
　ります。

・国保加入者
　（40 歳～ 74 歳）
・後期高齢者
　（検診日 75 歳以上で保険別は問いませ
　ん。ただし、血圧、糖尿、高脂血症で治
　療中の方は除かれます。）

住民健　　診で
　自分の健康を見つめ直す

（検）

　「幸せ」と感じる瞬間は人それぞれ違います。いろんな「幸せ」
がありますが、やはり一番は心身ともに健康であることだと思い
ます。でも、健康でいるありがたみは、病気になってからでない
と気付かないことが多いですよね。
　気付くのが遅くなる前に、そして、これから待っているかもし
れない新たな「幸せ」のためにも、村の住民健（検）診を毎年忘
れずに受け、健康づくりに役立てましょう。
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西郷村中央公民館図書室だより

　
「
読
み
聞
か
せ
」
と
は
本
な
ど

を
誰
か
が
読
ん
で
、
誰
か
が
聞

く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

家
庭
で
の
読
み
聞
か
せ
は
、

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
深
め
る
の
に
最
適
な
方
法
で

す
。
子
ど
も
が
話
を
聞
き
な
が

ら
う
な
ず
い
た
り
息
を
の
ん
だ

り
す
る
こ
と
で
子
ど
も
が
物
語

を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■問合せ──
　県南家畜保健衛生所　☎２７－１２２１

　農政課 農政振興係　　☎２５－１１１６

　調査票には、いろいろな回答事項がありますが、これ
らに必ず答えなければならないのでしょうか？

　５年に１度、日本の人口・世帯数を正確に調

べる国勢調査などは、正確な情報が集まらない

と正しく現状を把握をすることができなくなっ

てしまいます。

　個人情報を知られるかもしれないから答えた

くない、と思うかもしれませんが、「統計法」

では、調査に安心して答えてもらうことができ

るように、統計調査に携わる人が調査を通じて

知ることのできた秘密を人に話したり、漏らし

たりすることを禁じています。

　また、提出された調査票は、個人情報保護法

による保護を受けて厳重に取り扱われ、集計後

はドロドロに溶かし再生紙として生まれ変わり

ます。

　国勢調査や住宅・土地統計調査、毎月勤労統計

調査、農林業センサス等は、「統計法」で回答す

る義務が定められています。

　また、回答を拒否したり嘘
うそ

を答えたりした場

合には、罰則が規定されているものもあります。

統計調査には必ず答えなければいけないの？

　統計調査の結果は、私たちの生活に深く関

わっています。

　例えば、家計調査の結果により、私たちが購

入する商品がどのくらい必要になるか予測する

ことができます。この予測は、商品の生産計画

のための資料として利用され、安定した商品の

流通を調査結果が支えています。

　これらのことからも、正しい資料を作るため

に統計調査に答えることは必要なことなのです。

　口蹄疫ウイルスが原因で、牛、豚、山羊、め
ん羊などのひづめがふたつに分かれている動物
（偶

ぐうてい

蹄類）がかかる病気です。
　口蹄疫に感染すると、発熱したり、口の中や
ひづめの付け根などに水ぶくれができたりする
などの症状がみられます。
　偶蹄類動物に対するウイルスの伝播力が非常
に強いので、他の偶蹄類動物へうつさないよう
にするための措置が必要です。

１. 口蹄疫とはどのような病気ですか？

２. 牛肉や豚肉を食べたり、牛乳を飲んだりして、
　口蹄疫にかかることはありますか？
　口蹄疫は、牛、豚等の偶蹄類の動物の病気で
あり、人に感染することはありません。
　したがって、牛肉や豚肉を食べたり、牛乳を飲
んだりしても口蹄疫にかかることはありません。
　もちろん、口蹄疫にかかった家畜の肉や乳が
市場に出回ることはありませんので、安心して
おいしくお召し上がりください。

　平成 22 年 4 月 20 日に、宮崎県において
口蹄疫の疑似患畜の1例目が確認されました。
　感染拡大を防ぐために、正しい知識を持っ
て防疫措置を行い、大切な家畜を口蹄疫から
守りましょう。

口
こうていえき

蹄疫から家畜を守るために

絵
本
を
通
じ
て
親
子
で

　
　
　
　
　
　
　

創
造
の
世
界
へ

　

親
子
読
み
聞
か
せ
講
座
は
、

五
月
か
ら
全
四
回
で
村
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
延
べ
五
十

名
が
親
子
で
読
み
聞
か
せ
を
行

う
際
の
ポ
イ
ン
ト
や
留
意
点
な

ど
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

講
師
の
郡
司
千
代
子
先
生
は
、

｢

子
ど
も
に
読
み
聞
か
せ
る
本

は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
の
あ
る
も

の
や
感
性
を
磨
く
絵
本
を
選
び
、

表
紙
や
著
者
の
名
前
も
読
み
、

子
ど
も
が
創
造
し
や
す
い
よ
う

に
ゆ
っ
く
り
と
読
む
こ
と
が
大

切
で
す｣
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
座
で
は
、
読
み
聞

か
せ
に
つ
い
て
本
ば
か
り
で
な

く
、
新
聞
紙
を
使
っ
て
即
興
の

物
語
を
作
っ
た
り
、
エ
プ
ロ
ン

等
を
使
っ
た
読
み
聞
か
せ
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の

想
像
力
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

無
限
の
力
が
あ
り
ま
す
。
読
み

聞
か
せ
を
通
じ
て
、
親
子
の
時

間
を
楽
し
み
な
が
ら
、
創
造
力

や
情
緒
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
が

育
っ
て
い
く
こ
と
を
参
加
者
に

読
み
聞
か
せ
の
実
技
を
交
え
な

が
ら
説
明
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

本
は
、
読
む
人
の
感
性
を
磨
き
、
表
現

力
を
高
め
、
創
造
力
を
豊
か
な
も
の
に
し

て
く
れ
ま
す
。
絵
本
を
子
ど
も
に
読
ん
で

聞
か
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
村
中
央
公
民
館
で
は
、
親
子
読
み

聞
か
せ
講
座
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

秘密厳守 回答の拒否
　　　うそ

拒否
うそ

　

六
月
十
五
日
に
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
の
一
環
と
し
て
、
塙
町
立
図
書
館
と

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
を
見
学
し

ま
し
た
。

　

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
は
、
公
民

館
図
書
室
や
学
校
図
書
館
で
活
躍
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
で

す
。
こ
れ
ま
で
図
書
館
の
歴
史
や
公
民

じゃあ、読もう。
2010 年は国民読書年です。
本をたくさん読みましょう。

館
図
書
室
・
学
校
図
書
館
に
つ
い
て

の
学
習
会
や
親
子
読
み
聞
か
せ
講
座

と
共
催
で
読
み
聞
か
せ
の
実
践
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
近
隣
の
図
書
館
の
見
学
や

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
各
図

書
館
の
司
書
さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
ま

し
た
。

　

受
講
生
た
ち
は
、
実
際
の
自
分
た

ち
の
活
動
に
生
か
せ
る
よ
う
、
利
用

者
そ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
線
か

ら
様
々
な
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

▲もったいない図書館での受講風景

５日（月）・12日（月）
・20日（火）・26日（月）

よモーくん
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肝
臓
機
能
障
が
い
に
よ
る
身
体
障

が
い
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
22
年
度
よ
り
身
体
障
が
い
者
福
祉

法
に
規
定
す
る
身
体
障
が
い
の
対
象
に

「
肝
臓
機
能
障
が
い
」
が
追
加
さ
れ
、
肝

臓
機
能
障
が
い
が
、
身
体
障
が
い
者
手
帳

の
交
付
対
象
に
な
る
と
と
も
に
、
肝
臓
移

植
術
、
肝
臓
移
植
後
の
抗
免
疫
療
法
が
自

立
支
援
医
療
（
育
成
医
療
・
更
生
医
療
）

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
対
象
者

　

・
認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機
能
障

　
　

が
い
の
あ
る
方

　

・
肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療
法
を

　
　

実
施
し
て
い
る
方

●
認
定
基
準

　
　

肝
臓
機
能
障
が
い
の
重
症
度
分
類
で

　

あ
る
医
学
的
基
準（Child-Pugh

分
類
）

　

に
よ
っ
て
判
定
し
ま
す
。

　
　

90
日
以
上
グ
レ
ー
ド
Ｃ
（
重
度
）
に

　

該
当
す
る
方
が
、
概
ね
身
体
障
が
い
者

　

手
帳
の
交
付
対
象
者
と
な
り
ま
す
。
た

　

だ
し
、
診
断
前
の
180
日
間
に
ア
ル
コ
ー

　

ル
を
摂
取
し
て
い
る
方
な
ど
は
対
象
と

　

な
り
ま
せ
ん
。

●
留
意
点

　
　

肝
臓
機
能
障
が
い
の
認
定
に
当
た
っ

　

て
は
、
一
定
期
間
症
状
が
持
続
し
て
い

　

る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
、
90
日
以
上

　

の
間
隔
を
置
い
た
２
回
の
検
査
に
お
い

　

て
、
認
定
基
準
で
指
定
さ
れ
て
い
る
検

　

査
項
目
に
つ
い
て
す
べ
て
の
検
査
数
値

　

が
認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
必
要
が

　

あ
り
ま
す
。

　
　

検
査
に
つ
い
て
は
、
か
か
り
つ
け
の

　

医
師
ま
た
は
身
体
障
が
い
者
手
帳
申
請

　

に
必
要
な
診
断
書
・
意
見
書
を
作
成
で

　

き
る
医
師
（
身
体
障
が
い
者
福
祉
法
第

　

15
条
指
定
医
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

福
祉
課
（
地
域
福
祉
係
）

中
国
天
津
市
薊
県
政
府
・
中
学
生

訪
問
団
来
村

　

村
と
国
際
友
好
都
市
を
締
結
し
て
い
る

中
国
天
津
市
薊
県
政
府
・
中
学
生
訪
問

団
が
来
村
し
、
西
郷
第
二
中
学
校
な
ど

を
訪
問
し
交
流
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

●
日
程
（
滞
在
期
間
）

　

７
月
15
日
㈭
〜
17
日
㈯

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
生
涯
学
習
係
）

国
民
生
活
基
礎
調
査（
所
得
票
等
）

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

７
月
15
日
を
調
査
期
日
と
し
て
「
国
民

生
活
基
礎
調
査
（
所
得
票
・
貯
蓄
票
）」

お
よ
び
「
家
庭
の
生
活
実
態
及
び
生
活
意

識
に
関
す
る
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
区
は
、
下
折
口
原
行
政
区

の
一
部
で
、
６
月
中
に
行
わ
れ
た
同
調
査

（
世
帯
票
等
）
の
該
当
に
な
っ
た
世
帯
の

う
ち
の
約
半
数
の
世
帯
の
方
を
対
象
と
し

て
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
保
健
、
医
療
、
福
祉
、

年
金
、
所
得
な
ど
国
民
生
活
の
基
礎
的
事

項
を
調
査
し
、
調
査
結
果
は
、
少
子
化
対

堀
川
ダ
ム
祭
り

●
日
時　

７
月
24
日
㈯

　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

堀
川
ダ
ム

　
（
西
郷
村
大
字
真
船
字
横
川
地
内
）

●
内
容

　

ダ
ム
堤
体
内
の
ト
ン
ネ
ル
・
ダ
ム
操

　

作
室
の
見
学
な
ど

●
参
加
費　

無
料

■
問
合
せ　

　

県
南
建
設
事
務
所
管
理
課

　

☎
２
３
｜
１
５
２
６

あ
ら
ゆ
る
法
的
ト
ラ
ブ
ル
の
相
談

解
決
は
ま
ず
電
話
か
ら

　

法
テ
ラ
ス
は
国
が
設
立
し
た
公
的
な
法

人
で
す
。
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
―
０お

な

や

み

な

し

７
８
３
７
４

　

平　

日　

９
時
〜
21
時

　

土
曜
日　

９
時
〜
17
時

■
問
合
せ

　

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
福
島
地
方

　

事
務
所
（
法
テ
ラ
ス
福
島
）

　

☎
０
５
０
―
３
３
８
３
―
５
５
４
０

し
ら
か
わ
も
の
づ
く
り
講
習
会

　

７
月
上
旬
か
ら
11
月
下
旬
に
か
け
て
、

週
に
１
〜
２
回
の
ペ
ー
ス
で
、
し
ら
か
わ

も
の
づ
く
り
講
習
会
を
19
講
座（
全
26
回
）

開
催
し
ま
す
。
製
造
業
技
術
者
の
技
術
力

向
上
、
研
究
開
発
力
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
講
習
会
を
通
し
て
企
業
間
交
流
の

促
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
専
用
の
チ
ラ
シ

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

食
品
加
工
分
野
の
講
座
も
あ
り
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

申
込
受
付
は
、
定
員
と
な
り
次
第
終

了
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

一
般
社
団
法
人 

産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河

　

☎
２
１
―
７
３
６
１

　

�http://www.city.shirakawa.fukushim
a.jp

　「
食
彩
ふ
く
し
ま
地
産
地
消
推
進

店
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

県
で
は
、
県
産
農
林
水
産
物
を
積
極

的
に
利
用
す
る
飲
食
店
な
ど
を
募
集
・

策
や
高
齢
社
会
対
策
な
ど
厚
生
労
働
行
政

の
企
画
立
案
に
必
要
な
基
礎
資
料
と
し
て

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
が
調
査
区
内
を
巡
回
し
、

調
査
票
の
配
布
・
回
収
を
行
い
ま
す
の
で
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

県
南
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
２
２
―
５
４
４
７

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

が
は
じ
ま
り
ま
す

　

本
年
７
月
31
日
現
在
で
、
常
用
労
働
者

を
１
人
か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
、「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
賃
金
、
労
働
時
間
お
よ

び
労
働
者
数
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

　

調
査
対
象
事
業
所
に
は
、
８
月
か
ら
９

月
に
か
け
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回
答
を
お

願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
県
統
計
調
査
課

　

☎
０
２
４
―
５
２
１
―
７
１
４
５

　

�http://w
w
w
.m
hlw
.go.jp/
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課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課（保　　健）
                                                                                        （高齢者支援 ）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121 ※代表（25-1111）からの転送は不可

保健福祉センター他 

各課直通電話番号
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                 　　　　　(生活環境・交通防災 ）   
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

福   祉   課（国  　保）
                　　　　　(地域福祉・児童福祉 ）

25-1449
25-1509

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

●歯科医　７月休日当番日
４日赤 沼 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2004
  11 日 安 部 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-1123
  18 日 大栄歯科クリニック（白河市）☎ 22-2833
  19 日 五 十 嵐 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-3473
25 日 岩 谷 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-4363

●小児科医　７月休日当番日
  ４日 関 医 院（白河市）☎ 23-3003
  11 日 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811
18 日 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
 19 日 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
25 日 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166

●内科医　７月休日当番日
 ４日 きたむら整形外科（矢吹町）☎ 42-5533
  11 日 くにい増見クリニック（白河市）☎ 46-2258
  18 日 ニューロクリニック（西郷村）☎ 24-4111
  19 日 ら く ら く 医 院（白河市）☎ 54-5333
25 日 小 針 医 院（矢吹町）☎ 42-2366

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909

（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介・
場所の案内をします。）

　日曜・祝日のみ（10 時～ 16 時）
●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48-1234）
　［診療日］７月４・11・18・25 日（8時 30 分～ 12 時 30 分）

●今月の納税及び上下水道使用料

固 定 資 産 税（２　期）
国民健康保険税（１　期）
介 護 保 険 料（１　期）
上下水道使用料（７月分）

８月２日（月）までにお納めください。
※納税は便利な口座振替で
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西郷
デジタル化
宣言

Chapter １

　現在、視聴しているアナログテレビ放送は、平成 23 年 7 月 24
日をもって終了し、地上デジタル放送へ完全移行いたします。平成
20 年 12 月に、白河中継局（羅漢山）のデジタル施設が開局し 1年
6 ヶ月が過ぎました。地デジの準備はお済みでしょうか？
　地上デジタル放送への完全移行に向けて、段階的に情報の提供
を行ってまいります。アナログ放送が停波して、テレビが見られな
い！？ということがないように、ご家族やご近所のみなさんで情報
を共有し、地上デジタル放送視聴のための準備をお願いいたします。

アナログ放送終了まで、あと１年！！  
地上デジタル放送の準備はお済みですか？

■地デジに関する問合せ
　　総務省テレビ受信者支援センター　デジサポ福島　☎ 024-505-1010
　　企画調整課（企画情報係）　☎ 25-2943

　村内の虫笠、羽太、長坂、谷地中、川谷地区には、

ミニサテライト局と呼ばれる中継施設（以降、ミニ

サテ局）が設置されており、その周辺のエリアをカ

バーしており、このミニサテ局から電波を受けてテ

レビを視聴されている方については、設備自体がま

だアナログ放送用でありデジタル放送の電波は発射

されていないため、そのままでは地上デジタル放送

を視聴することができません。利用しているミニサ

テ局のデジタル改修を待つか、白河中継局へアンテ

ナを向けてみることが必要です。

　デジタル放送は、アナログ放送に比べより広い範

囲で難視が解消するとされているため、今までミニ

サテ局を利用していた世帯であっても、白河局から

の直接波を受け視聴ができる可能性があります。

皆さん、地デジ
の準備をお願い
します！

ジタル放送を視聴することができます。ただし、戸別

のアンテナ、ブースターや宅内配線の問題等により、

地上デジタル放送を視聴することが出来ない場合があ

りますので、詳しくは電気店などへお問い合わせくだ

さい。

１

２

３新たな難視地区～アナログ放送は視聴できるけど、デジタル放送は…

白河中継局からの電波を利用して視聴する

ミニサテライト局からの電波を利用して視聴する

　村内には新たな難視地区（今までのアナログ放送は視聴できるが、

デジタル放送を視聴することができない地区）が存在しており、今後

この地区に対しましては、総務省による地区別難視対策説明会を開催

し対策手法の検討を行ってまいりますので、該当地区にお住まいの皆

様におかれましては、ご協力をよろしくお願いいたします。

　白河中継局は、アナログ放送の電波がカバーしてい

たエリアと、同等のエリアをデジタル放送の電波でカ

バーしておりますので、今ご覧になっているアナログ

放送を、白河中継局の電波を利用し、綺麗な画像で視

聴できている多くのご家庭では、地上デジタル放送対

応テレビ等の機器を準備していただくことで、地上デ

自分の家で地上デジタル放送は受信できるのか？
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July行事
レカ ンダー

●今月の顔────
12~13 ヵ月児健康相談（5/11）に来ていた
　　　　　　　　元気な子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・7/3　カラムシから布をつくろう（まほろん 10:00）
・7/4　蓮見茶会（矢吹町　大池公園 9:00）
・7/21　健康公開講座「関節の痛みを減らし楽しくウォー
　  　キング」（マイタウン白河 13:30）

・7/24　家族で縄文土器を作ろう（まほろん 10:00）

・7/25　源流の里ふるさと川まつり in たいしん 
　　　　（白河市大信増見　 隈戸川河川公園 10:00）
・7/31　第 20 回「真夏の夜の鼓動」　　　　　　　　　　
　　　（矢吹町　大池公園 16:00　※雨天時は矢吹町文
　　　化センター）

人口と世帯数（6月 1日現在）人口 19,842 人（前月比 +6）男 10,013 人（+13）女 9,829 人（-7）世帯数 6,697 戸（+26）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp

※行事日程等が変更になる場合もありますので、御了承ください。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

生活総合相談所
（9:00文化センター）

3

4
村内総ぐるみ一斉
清掃
（時間 , 場所は各行
政区による）
福島県やまぶき荘
総合防災訓練
（10:00やまぶき荘）

5 6
川谷行政区地域
懇談会
（19:00 報徳地区集
落センター）

7
七夕会
（10:00みずほ保育園）

8
手話教室
（10:00みずほ保育園）
4ヵ月児健康診査
（13:00 保健福祉セン
ター）

9
生活総合相談所
（9:00 文化センター）
心配ごと相談会
（13:00 高齢者生活
生活支援センタ－）

10

11
第 22 回参議院議
員通常選挙 投票日
（7:00 各投票所）

12 13
12~13ヵ月児健康相談
（9:30保健福祉センター）
寿 学 級（10:00 ち
ゃぽランド西郷）
寿学級 , 西郷単位制
総合大学 合同講座
「病気にならない体
づくり」（13:00 ちゃ
ぽランド西郷）

14
赤ちゃんとママの
おしゃべりひろば
（10:00 保健福祉セン
ター）
歯科クリニック
（幼児 13:00, 6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）

15 16
生活総合相談所
（9:00文化センター）
夕涼み会
（17:00 村立西郷幼
稚園）

17

18
ふるさと講座健康
ウォーキング
（8:00 真船コミュ
ニティセンター集
合 : 折口地区）
第 31 回西郷村消
防操法大会
（9:00 熊倉小学校）

19海の日 20
特定検診・がん検診 
（7:30 保健福祉セ
ンター : ～ 24 日）
村内小・中学校
終業式
（村内各小・中学校）

21 22 23
生活総合相談所
（9:00文化センター）
西郷単位制総合大
学講座「家電の正
しい使い方」
（14:00文化センター）
花火大会
（17:00みずほ保育園）

24

25
第 28 回村民水泳
大会
（9:00 村民プール）

26
特定検診・がん検診 
（7:30 保健福祉セ
ンター : ～ 31 日）
心配ごと特別相談会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
行政相談所
（13:30文化センター）

27 28 29 30
生活総合相談所
（9:00文化センター）

31
特定検診・がん検診
最終日 
（7:30 保健福祉セン
ター）


